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要旨
本稿では、中国における農村留守児童の暮らしの現状を整理し、農村留守児童が社会的に
問題となっている背景を検討する。そして、農村留守児童の抱える問題を子どもの権利条約
の基本的な柱である生存、発達、保護、参加などの権利の視点から分析を行い、中国におけ
る農村留守児童の問題を解決する支援のあり方を検討することを目的とした。
文献研究の結果、中国における農民工の問題と戸籍制度により、農村留守児童の問題は、
中国社会の大きな問題となっているが、国の政策の対象にはなっていない。農村留守児童に
とって、子どもの権利条約が定める生存、発達、保護、参加などの権利が十分に保障されて
いないことが明らかになった。
また、中国における農村留守児童のかかえる問題を解決するため、子どもの権利保障とい
う視点で支援内容を検証することによって、農村留守児童への支援のあり方を検討した。
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（2）農村留守児童の心身の健康に対する政策
（3）農村留守児童が関わる犯罪問題に対する政策
5．子どもの権利委員会への報告と勧告からみる中国農村留守児童政策の課題
1．はじめに
本稿では、農村留守児童とは、農村の出稼ぎ者たちが都市へ出稼ぎに行き，さまざまな原
因で子どもを出稼ぎ先まで連れて行けないため、農村に残した子どもたちのことをいう。
中国の改革開放の推進のなかで、農村留守児童の問題は、中国社会や農村の発展に大きな
影響を与えるのではないかと見られ、現在様々な問題を抱えている農村留守児童は、2012年
には6100万人を超えている。
本稿は、この農村留守児童の発生の社会的背景、農村留守児童の暮らしの現状、農村留守
児童に対する政策の実態を整理し、子どもの権利条約批准国として守られなければならない
グローバルスタンダードとして定められている子どもの基本的な権利である生きる権利、守
られる権利、育つ権利、参加する権利の視点から、現状と支援の課題を分析することを目的
とする。
このような農村留守児童の問題を明らかにするために、日本や中国で発表されている調査
や研究を手掛かりにして、中国政府が明らかにしている国連への報告書や基礎資料具体的に
は、『全国の人口普査』(2009～2013)と『中国統計年鑑』（2008～2013）で公表されているデ
ータを検討材料に使用して、分析をした。
2．中国における農村留守児童問題の社会的背景
中国の農村留守児童は、現在様々な問題を発生させている。
この主な原因は、出稼ぎ者の農民工の増加である。多数の農民工が、農村を離れ、都市に
出稼ぎに行き、農業以外の仕事に従事している。
中国の戸籍制度の確立に伴い、都市戸籍保有者と農村戸籍保有者は、同じ国民でありなが
ら、異質の社会システムの中でそれぞれに生活し、異なった国民待遇を受けることとなって
いる。戸籍は、出生地により都市戸籍、農村戸籍という区分が厳密になされた二元的社会構
造が確立された。都市戸籍保有者は、食料分配制度、子女が公的教育を受けること、医療保
険・年金などの社会保障制度の対象になる。農村戸籍保有者は都市に暮らしても都市の社会
保障制度の対象にならないため、農村出稼ぎ者やその子どもたちの生活や教育をどうするか
という諸問題に直面することになる。
農民工の中には、自らの子女を連れて都市に出る人々がおり、そのような子女は「流動児
童」と呼ばれている。また、冒頭で説明した農村留守児童と呼ばれる子どもたちは、戸籍の
ある農村で親戚や知人に預けられて暮らすこととなる。1
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また、農村留守児童の小中学校の在学率は男女とも95% 、これはすべての農村児童の平
均の在学率96％とほぼ同等であり、農村留守児童が教育を受ける機会はほぼ保障されている
と言える。ただし、父母と分れて暮らす生活が、これら農村留守児童の成長に何らかの影響
を及ぼす可能性があるが、ほとんどその問題への社会的な対応は考えられていない。
一方、流動児童の教育環境は以前に比べてある程度改善されてきているが、戸籍による制
限があるため、大多数の流動児童は、現地の通常の小中学校への入学が困難であり、そこ
で、流動児童を対象とした民営学校2に学ぶこととなる。その民営学校は教育施設、設備は
貧弱で、教員免許を持っていない教師が教育にあてているなどの問題があり、国が運営する
公立学校に通う都市児童との間には教育の環境や質の面で大きな格差が存在する。
つまり、二元戸籍制度の問題から派生した教育や社会保障制度が大きく差があることが農
村留守児童の抱える問題に大きな影響を与えている。現在は国の社会の安定・発展のために
は放置できない問題になっている。このような社会問題が生み出したのが、農村留守児童問
題であるととらえなければならない。
3．中国における農村留守児童の暮らしの現状と抱えている問題
（1）農村留守児童の数の変化と家族との暮らしの状況
人口が世界第1の中国では、0～17歳の児童は2.79億人であり、子どもの人口は世界第二位
である。都市の児童人口は1.25億人であり、農村児童は1.54億人のうち6100万人が農村留守
児童であり、平均すると子ども5人のうち1人が農村留守児童となっている。
「中国2010年第六回人口普査資料」によると、農村留守児童は農村全児童の37.7%を占め、
全国児童の21.88%を占めている。そのうち、四川省、河南省に暮らす農村留守児童の比率が
高く、11.34%と10.73%に達している。次に、安徽省、広東省、湖南省の順に多くなってい
る。
中国は、2000年の人口流動の始まり（農村部から都市部に出稼ぎに出る人が多くなった。）
により、農村の留守児童は2290万人を超え、2000年から2005年までは農村の出稼ぎに行く人
が増加に伴い、農村留守児童人口も2005年なると5800万人まで増加した。表Iを見ると、
2005年から2010年までの5年間で全国農村留守児童の人数は約300万人増加した。
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4 
 
  表Ⅰ 農村留守児童の人口の増加状況（万人） 
 2000 年 2005 年 2010 年 
農村留守児童 
人口 
 
2290 
 
  5800 
 
6103 
増加人口 3418 300 
 
出所：「中国 2005 年第五回人口普査資料」2005 年と「中国 2010 年第六回人口普査資
料」により筆者作成 
 
表Ⅱ  農村留守児童の家族構成の分類（％） 
 
出所：「中国 2010 年第六次人口普査資料」2010 年により筆者作成 
 
 
 農村留守児童の家族構成を「中国 2010 年第六次人口普査資料」を使って分類
してみると表Ⅱのようになる。 
家族構成 比率 詳細分類 比率 
両親ともに出
稼ぎ 
 
46.74 
 
一人暮らし 3.37 
祖父母 32.67 
親戚・友人 10.7 
父だけ出稼ぎ 
 
36.39 
母との暮らし 20.33 
母と祖父母との暮らし 16.06 
母だけ出稼ぎ 
 
16.87 
父との暮らし 8.44 
父や祖父母との暮らし 8.43 
 合計 100.00 合計 100.00 
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農村留守児童の家族構成を「中国2010年第六次人口普査資料」を使って分類してみると表
Ⅱのようになる。
両親と一緒に暮らしていない農村留守児童は、46.74％と農村の子どもの半数近くを占め
ている。そのうち、祖父母と一緒に暮らしている子どもは32.76％、親戚・友人と一緒に暮
らしている子どもは10.7％である。子どもだけの一人暮らしは3.37％である。
父が出稼ぎに行っている家庭は、全体の36.39％であり、母とだけで暮らしている子ども
は20.33％、祖父母と一緒に暮らしている子どもは16.06％である。
母が出稼ぎに行っている家庭も16.87％である。父とだけで暮らしている場合は8.44％、祖
父母と父と一緒に暮らしている場合がほぼ同数8.43％ある。
次に、家族形態別に農村留守児童の暮らしの実態を考えてみよう。
第1に、最も深刻な課題を抱えるのは一人暮らしの農村留守児童である。3.37%とその割合
は低いが、その人数は約206万人にも及ぶ。
一人暮らしの農村留守児童は中国政府による資料や、中国本土での研究成果はない。実態
はこうした中国の子どもたちの実態に問題意識を持った日本人研究者によって実態報告がさ
れているにすぎない。
それによれば、農村留守児童の暮らしは、両親が出稼ぎに出かけて、ひとりで村に残り、
一人暮らしをしているか、両親が出稼ぎに出た後、その農村留守児童は戸籍登記上、「ひと
りで留守」しているかである。しかし、「実は近くに親戚、友人が住み、普段の生活の面倒
を見ている。」と塚本（2010）3は述べている。つまり、一人暮らしの農村留守児童は自宅に
ひとりで生活しているが、親戚や友人から面倒を見られている状況にある。しかし、実際は、
農村の親戚や友人が面倒をみきれなく、子どもが一人暮らしをしている事例もメディアに多
く報道されている4。例えば、「11歳の農村留守児童の一人暮らし」では、両親が11歳の息子
を男だからと田舎の家に残して出稼ぎに行った。それから二年間この子はひとりで食べ物と
服がない、友たちもいない生活を過ごしてきた。両親がいるに関わらず、孤児のような生活
を過ごしている。
第2に、祖父母に子育てを任されたことから派生する問題である。
農村留守児童の祖父母は、60歳前後の年齢が多く、農耕地の仕事をしながら、家庭を維持
しなければならないため、孫たちの面倒をみることは、体力的、時間的に非常に困難を伴う。
さらに、農村の高齢者たちの識字率が次のように低いため、孫たちの学習支援はできず、孫
との共通の話題をもつことができないことも多い。
2006年「中国城郷高齢者人口状況の調査」をもとに分析すると、全国の60歳前後の高齢者
の識字率は、都市の高齢者の識字率は小学校及び以下が52.8％であり、中学校及び以上47.2
％である。しかし、農村の高齢者の識字率は、小学校及び以下が98.2％であり、中学校及び
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以上1.5％である。つまり、農村にいる60歳前後の祖父母の識字率ということからのみ検討
するならば、ほとんどの祖父母が小学校かそれ以下の程度でしかなく、とりわけ近年内容的
にも難しくなっている小学校の教育内容である農村留守児童の家庭学習支援、あるいは宿題
すらみることはできない状況にあることがわかる。
祖父母に預けられているが、ほとんどの祖父母の受けた教育レベルが両親と比べると低い
だけではなく、孫との共通の話題、栄養バランスや健康などの知識も限られている。5その
ため、農村留守児童は心身的、精神的な面の発達に問題において目立つようになり、農村留
守児童の教育の問題、心身における健康の問題、犯罪問題等のさまざま面で注目されている。
第3に、ひとり親家庭化している世帯が抱える問題である。
農村留守児童の家庭では、母子や父子で残される両方のひとり親家庭化がみられる。また
そこに祖父母がいる世帯といない世帯がある。
母子のほうが、祖父母との同居の割合は低い。祖父母との同居のほうが子どもへの支援が
適切になされるかというとそうでもない。農村に残された母は子どもの面倒を見るだけでは
なく、家庭を維持しながら、自分の親（義理の親）の面倒も見ていると考えられる。このよ
うな家庭では、多くが母と祖父が農耕地の仕事に就き、祖母が孫の面倒をみている。むし
ろ、そうした役割があるがゆえに、母が農村に残っているといえる状況にある。
なお、母だけ出稼ぎに行っている父子で暮らす家庭のうち、父とのみ一緒に暮らしている
農村留守児童及び父と祖父母と一緒に暮らしている農村留守児童はほぼ同率であり、それぞ
れ8.44％と8.43％である。塚本（2010）6は、母が出稼ぎに行っている原因を「父、祖父母と
暮らす率が低
「ママ」
くのが、父が病気か、身体的な障害を持っているとの原因とみられる。」（2010）7
と述べている。
全体的にみると、母と一緒に暮らしている農村留守児童の方が父と一緒に暮らしている農
村留守児童より20％も多い。これは、中国の伝統的思想である「男主外、女主内」8が主な
原因であると考えられる。
母と一緒に暮らしている農村留守児童は、他の農村留守児童より比較的に良い家庭教育を
受ける事ができる。何故なら、母が子どもの生活面から学習面まで面倒をみることができる
からである。中国ではよく聞くことであるが、母の家事の手伝いなどをしようとすれば、母
たちは大半が「勉強をしっかりしなさい」と言うからである。
母は、父や祖父母また親戚・友人と異なり、一般的に父よりも細やかな心配りを子どもに
するし、行き届いた家庭教育をすることが多い。したがって「農村留守児童にとっては色々
な面にプラス効果を与える。そのことは農村留守児童がいろいろな問題や困難に出会っても、
すぐに指導してくれる母がそばにいることが大きな原因なっている。」（2010）9と述べられ
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ている。
つまり、子どもが少なくとも母と一緒に暮らすことは農村留守児童にとって大切であるが、
現在、多くの農村留守児童の家庭は必ずしもその状況にない。
このように、多くの農村留守児童の家庭は子どもの求める親役割を果たせない生活になっ
ている。幼い頃から親から離れ、親の帰ってくるのを指折り数えながら寂し日々を過ごすだ
けではなく、家事や農業の手伝いもしなければならない。さらに、祖父母が病気になったり
寝たきりになった場合には、子どもが看病をしたり、介護する等のこともしなければならず、
子ども期を過ごすにふさわしい生活とは言えない。
（2）中国の農村留守児童が抱える問題
上記のような農村留守児童の数の変化と家族との暮らしの状況をふまえて、中国農村留守
児童の抱える問題を、国際的な基準である子どもの権利条約の基本的な理念である生存、発
達、保護、参加などの権利の視点に着目して、教育、心身における権利、権利侵害の面から
考えてみることにする。
第1に、中国における農村留守児童の教育問題は、「中国2010年第六回人口普査資料」によ
ると、中国の全体の義務教育は99.7％普及したが、農村の子どもたちの教育を受ける環境は、
農村の学校の設備が整っていないこと、また、農村留守児童の家庭での教育が成立していな
いこと、いまだ完全に保障されているといえる状況にない。このようなことにより、農村留
守児童は、勉強に興味を持たなくなり、成績が低下し、そして中退し、祖父母の農業や家事
の手伝いをするか、都市へ出稼ぎに行く中高生も多くいる。出稼ぎに行っている両親は、地
元に残された子どもに自分たちより良い生活をするように願っている。しかし、農村留守児
童が抱える教育の問題は、親の期待にそぐわない上、農村社会の発展にも影響を与えている
のではないかとみられている。
第2に、農村留守児童の心身の健康の問題を整理すると次のようなことがいえる。
農村留守児童の身体的な健康については、飲食における栄養のバランス、清潔保持、病気
の予防などが問題になっている。さらに、農村留守児童の農業や家事などによる過酷な労働
が、子どもに身体的な負担に、心理的にもダメージを与えるのではないかともいえる。また、
心理的な問題では、親の愛情を感じることができず、情緒不安定な状態であるという問題を
指摘したうえ、彼らの心理的な健康、そして、人格形成にも直接に影響を与え、そして反社
会的な行動をおこすようになることもあると考えられている。10
第3に、農村留守児童と犯罪の問題については次のように整理できる。彼らは往々にして
安全意識に欠けており、管理・監護等の不十分により、農村留守児童らが誘拐や人身売買な
どの犯罪に巻き込まれる可能性も高い。まず、農村留守児童の犯罪では、農村留守児童たち
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の喫煙、飲酒、放浪などの行為が原因となる犯罪行動から始まり、罪を犯してしまう。農村
留守児童が思春期や反抗期にある場合には、社会に自分の不満を吐き出すため、暴力行為、
グループの暴力に参加することにより、社会に自分の存在が認められたい、親の関心を求め
たいという考えで罪を犯しているという人が多くなっている。
性的暴力の問題では、農村留守児童の女児たちが性的暴力を受けている事件が相次いで起
きている。11幼い女子たちが学校の教員、知人による性的暴行に遭った傷害が、この子たち
の将来にどのような影響を与えるのかは深刻な問題である。そして、性的暴行を受けた女の
子どもたちが適切な治療や支援が必要だが、農村にはこのような施設等が整備されていない。
このような事件にあった女子は学校を中退し、家から出なくなる。また、出稼ぎに行くケー
スが多い。
中国における農村留守児童に関する研究者である阮梅12はこの点について、「性的暴力を受
けた女児たちの身体的、精神的にも深く傷をつけられ、このことが女児たちの一生に悪影響
を与えるのではないか」と述べている。
また、人身売買の問題では、農村留守児童が人身売買等の事件に巻き込まれ、いまだに見
つかっていない子ども多い。このように、誘拐や人身売買に遭った農村留守児童たちは非常
に大きな被害を受けている。
4．中国における農村留守児童に対する政策の実態
次に、農村留守児童の教育問題、心身における健康問題、犯罪問題に関する基本的な権利
保障・侵害への社会的な取り組みについて整理し、検討する。
（1）農村留守児童の教育に対する政策
未成年者保護法改正法13は、すべての未成年者が、教育を受ける権利を有することを強調
し、平等な保護を与えるべきことを定めている。そして、義務教育法には、第4条「国家、
社会、学校及び家庭は法に基づき、学齢児童・生徒が義務教育を享受することを保障しなけ
ればならない」、第15条「地方各級人民政府は、学齢児童・生徒が入学して義務教育を受け
られよう条件を整えなければならない」といった条文があったが、農民工子女の教育につい
ての記述はなかった。義務教育法の条文によると、子どもは戸籍所在地で就学することにな
っているため、都市に流入した農民工子女は義務教育を受ける権利が保障されなくなった。
そして、流入地の教育部門はこの問題に対しての政策や措置を講じていないのが現状である。
中国が9年制義務教育の普及という任務を基本的に達成した後も、直面している挑戦は依
然として非常に厳しい。
第1に、義務教育の地域ごとの整備がアンバランスである。農村の義務教育の基盤が依然
として薄弱で、相当部分の農村小学校・中学校の校庭・校舎、図書・計器装備、体育・衛生
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施設などが国の定める基準に達せず、すし詰め学級の現象が非常に広く見られ、情報化装備
が甚だしく不足し、危険建屋の改造任務が非常に多くかつ重い。いくつかの学校は、学校運
営条件と教師人材の配備が要求に達していないため、教育の基本的品質を保障することが難
しい。地域間、都市農村間で、教育経費投入水準、施設設備、教育品質などの面にかなり大
きな格差が存在している。とくに同一地域内の学校間で、学校運営条件及びレベルの伸びが
アンバランスで、学校を選ぶという現象を食い止めることが難しい。
第2に、義務教育には地域ごとに整備に大きな差があり補強（量的な普及）と教員資格保
有者の配置など質の向上が非常に重要である。全国的に見れば、在学率は99.7％とかなり高
い水準を維持しているが、9年制義務教育の補強率と達成率等についてはさらなる向上が必
要である。現在、全国で義務教育が普及しておらず、すでに普及している多数の農村地区で
も、普及具合がまだ確実ではなく、いくつかの地方では中途退学の問題が依然としてかなり
深刻である。
都市と農村出稼ぎ労働者の子どもが平等に義務教育を受けることを保障し、農村の農村留
守児童の教育をしっかり行うという事業が新たな挑戦に直面している。都市部の出稼ぎ労働
者の子どもの教育及び農村留守児童数の持続的増加という問題の解決は、都市の義務教育学
校の収容問題に直面しているうえ、よそから来た子どもと受け入れる地域の子どもの融和問
題にも直面している。公共財政を支えとする義務教育経費保障の新しいメカニズムはさらな
る整備を必要とし、教育品質、教師人材及び管理はさらなる向上を必要としている。
中国の全児童の教育を受けている比率からみると、中国の子どもたちの教育を受ける権利
や発達の権利が急速に保障されてきているといえる。しかし、都市と農村の教育に格差があ
り、とくに農村留守児童の場合、基本的な権利が十分に保障されていない。また、農村留守
児童を取り巻く環境の厳しさにより、心身の健康の保持と促進が影響され、農村留守児童の
生きる権利が十分に保障されていない状況である。
（2）農村留守児童の心身の健康に対する政策
義務教育法第44条では、「教育，体育，衛生の行政部門，学校及びその他の教育機関は体
育，衛生保健施設を整備し，学生生徒の心身の健康を守らなければならない。」、未成年者保
護法の第1条では、「未成年者の心身の健康を保護し、その合法的権利を保障し、その品性、
知力及び体力等の全面的な発達を促進する。」と定めている。
また、第5条では、「未成年者の人格の尊厳の尊重、未成年者の心身の発達の段階及び特性
への配慮、教育及び保護の両立するため、親や他の保護者が未成年の生理的な状況や習慣、
心身ともに健康である活動などの教育と影響などを注目すべきである。」と定められている。
90年代から実施された「婦幼保健政策」により、中国の乳児の死亡率は下がったが、都市
と農村の激しい格差により、農村の子どもたちの難病の発生率が高く、障害児への対応が遅
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れており、食事の栄養などの意識が不十分である。
県以下の規模の農村には、病院がないため、農村の子どもたちは病院へ行けない、医療保
険がないため、高い医療費を払えない等のことにより、農村の子どもたちの健康の問題は
日々ひどくなっている。こうした状況にあって、両親が都市へ出稼ぎに出た農村留守児童た
ちの医療保険のことは、一層深刻な問題になる。高齢者の祖父母と暮らしている農村留守児
童は、病気になった場合、高額な自己負担での医療を受ける困難さのみならず、病院へ行く
交通手段もないことから、県の病院に行くことすらできない現状である。農村留守児童は、
農業や家事の手伝いをすることによる怪我や事故にあった場合、適切な治療を受けられない
状態で、その後の、子どもの心身の成長発達に大きな影響を与えることになる。
農村留守児童の栄養状況を改善することと農村留守児童の心理的な健康を強化することは
現在農村留守児童に対する施策として緊急に必要となっていると考えられるが、食事の栄養
バランスは家庭が主に担い、心理的健康を指導することはほぼ学校側の責任となっており、
家庭に保護者がおらず、学校にも十分に通学できない農村留守児童は深刻な権利侵害状況に
ある。
（3）農村留守児童が関わる犯罪に対する政策
未成年の安全は、親が最も注目している問題の一つである。法律の最新規定によると、公
共の場所や学校で重大な突発事件が発生した場合、優先的に未成年を救助すべきだとしてい
る。これは、「子どもの最善の利益」などの国際的に公認された原則の具体的な反映である。
未成年の犯罪行為の予防について、公安機関は、学校周辺の治安、交通秩序を維持し、未成
年者の権利を侵害する犯罪行為の防止に努めるべきことが規定されている（第42条）。未成
年者に対する誘拐、人身売買、虐待、性的侵害は厳禁されている。また、未成年者を脅し、
そそのかし、利用して、物乞いや心身の健康に害を与える実演を行わせることも禁止してい
る。
以上のように未成年者保護法で定めているが、現在、農村の少年犯罪のうち、農村留守児
童による犯罪率が高くなりにつれ、義務教育法、未成年者保護法の改正（2006年）も検討さ
れている。
さらに、児童誘拐による人身売買、性的暴行等に巻き込まれている事件が農村では、多く
発生している。農村留守児童は、保護者がそばにおらず、安全に関連する知識が不足のため、
被害を受けることが多い。未成年者保護法は、すべての子どもを対象にしたが、農村留守児
童に対する保護は、法律には具体的に示されていない。おとなたちが行うさまざまな子ども
を対象にした犯罪に対して子どもの人権をあらかじめ考えるべきである。そして、罪を犯し
た子どもたちのアフター支援と人身売買や性的暴行などの事件にあった子どもたち、とくに
農村留守児童たちへの支援を考える必要がある。
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農村留守児童と犯罪の側面からみると、農村留守児童は、日常の寂しさ、苦労している現
状や家庭と学校の監督から外れなどにより、犯罪事件に巻き込まれやすい。また、ひどい場
合は、誘拐され、人身売買されたりすることが多くなっている。このようなことに対する農
村留守児童の現状を踏まえた総合的な法律がまだ、見当たらない。
以上、ここでは、農村留守児童を取り巻く環境による、農村留守児童の教育の問題、農村
留守児童と犯罪、人身売買の問題等をとりあげた。しかし、現在、実施されている義務教育
法、未成年者保護法を見てみると、対象はすべての子ども、あるいは農村の子どもたちであ
るが、農村の子どもたちに含まれている農村留守児童たちを対象にした政策制度は見当たら
ない。
さらに、農村留守児童は、保護者や学校の監督から外れたとき、犯罪事故などに巻き込ま
れやすいため、特別に保護される権利の保障が求められている。加えて、子どもを大人の付
属物として扱う中国の伝統的な考え方により、未だに子どもの参加や意見表明の権利は、中
国社会では子どもにかかわる大人に認められていない。
5．子どもの権利委員会への報告と勧告からみる中国農村留守児童政策の課題
中国は、1990年に国連子どもの権利条約14に署名し、1992年には批准をしたことにより、
中国政府が公約を履行し、子どもの基本的な人権を保障することを決議したといえる。この
20年間に、中国政府は、それぞれ「国別案90年代中国の児童の発展計画綱要」、「中国の児童
発展計画（2001～2010）」、「中国の児童の発展計画（2011～2020）」等を制定した。しかし、
急速な経済の発展、社会の変革によるこの20年は、児童福祉にかかわる政策等はいまだに不
十分である。
国連子どもの権利委員会への中国政府の報告は第1回（1996年）、第2回（2003年）、第3
回・第4回（2013年に一括して提出されたため合計3回である。また、総括所見も1つで合計3
回出されている）提出されて、その審議の結果が、総括所見（政府への勧告として出されて
いる）そこで指摘された課題では、農村の子どもたちの教育・保険や他の基本的なサービス
が提供されていないこと、農村留守児童の教育の問題、健康の問題と犯罪についての問題が
懸念として指摘されている。
委員会が中国への3回の総括所見に書かれたことをまとめてみると以下の共通点がある。
第1に、教育、保健および社会保障を始めとする社会サービスの提供およびこのようなサ
ービスへのアクセスに関して、都市部と農村部の間および地域間に広く格差が存在すること
を懸念している。
第2に、統計データの収集を改善するための締約国が行なっている努力を懸念している。
第3に、女児と男児、ジェンダーおよび障害を理由とする差別の問題に取り組むための措
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置には留意しながらも懸念している。
第4に、子どもの取引、誘拐、売買および不当な取扱い、虐待もしくは放任といった領域
を始めとして、子どもたちの権利を促進しかつ保護するための基本的な法的保障が奪われる
ことにつながると勧告している。
次に、国連子どもの権利委員会への中国政府の総括所見の第1回から第4回までの勧告から
農村留守児童に関わる取扱をまとめてみたい。
第1回（1996年）総括所見では、いまだに通学していない子どもたちが中国において多数
存在することについて懸念している。また、委員会は、近年子どもたちの誘拐が急増してい
るという締約国の懸念し、これとの関連で、子どもの売買、取引および性的搾取の問題を防
止しかつそれと闘うためにとられた措置が十分とは思えないことについて、深刻な懸念を表
明した。
第2回の総括所見では、委員会は、「一部の地域および特定の人口集団（移民または「流
動」人口など）との関連における貧困、ならびに格差の拡大が、依然として深刻な問題であ
ることを懸念し、国内移住民の子どもならびにその他の脆弱な立場に置かれた集団に対する
差別を解消するための努力を強化するよう勧告する。また、中国本土における子どもの虐待、
ネグレクトおよび不当な取扱いに関して入手可能な情報が限られていること、および、暴力
と闘いかつ被害者を援助するために利用可能なプログラムの数が限られていることを、懸念
する。」15ここではじめて農村出稼ぎ者の子どもたちが抱える問題が表明されている。
第1回と第2回の総括所見より第3・4回の総括所見の方が、農村留守児童の問題を具体的に
解決するべきであると懸念されている。次にその内容を教育の面、健康および保健、犯罪に
関わる面で整理してみると以下の通りになる。
第1に、教育、余暇および文化的活動（条約第28条、第29条および第31条）委員会は、「移
住労働者の子ども16にとって、教育へのアクセスおよび教育の利用可能性の面での格差が増
大していることを懸念する。これとの関連で、委員会は、国の学校制度にほとんどまたはま
ったくアクセスできない地域で移住者の子ども向けに運営されている私立学校に対し、官吏
によるいやがらせおよび強制的閉鎖が行なわれている旨の報告があることを深刻に懸念すし、
以下の措置をとるよう促すものである。 まず、あらゆる段階およびあらゆる地域で教育に
対する十分な資金を確保するとともに、学校インフラ、教員の人数ならびに学校教材および
教科書への子どものアクセスを改善すること。また、移住労働者の子ども向けに運営されて
いる私立学校に対するいやがらせおよび閉鎖を終わらせるとともに、難民および庇護希望者
であるすべての子どもに対し、中国本土への到着および登録の後、教育が自動的に利用可能
とされることを確保することが求められている。」17と指摘している。
第2に、健康および保健サービスについて、委員会は、「都市部と農村部の間で、移住者で
ある子どもの間でならびに地域間および地域内で（とくに中国西部において）健康格差が根
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強く残っていること」に深く懸念した。委員会はさらに、「都市部と農村部の間で保健資源
の配分が異なっており、かつ、遠隔地および貧困地域に住んでいる子どもならびに移住労働
者の子どもを対象とする保健ケアの質に隔たりがあることを懸念する。」18と明らかに懸念し
た。
委員会は、「児童労働および子どもの搾取（犯罪集団による子どもの誘拐および売買を通
じたものを含む）が広く存在することを示す報告が複数ある一方で、中国本土における児童
労働についての具体的データが存在しない。また、強制的かつ搾取的な児童労働が用いられ
ていること、危険な業務からの16～18歳の子どもの保護が不十分であることを懸念する。」19
と指摘している。
子どもが行なっている危険な業務および最悪の形態の労働を特定し、かつ、負担の大きな
業務における16～18歳の子どもの雇用を禁止すること。さらに、 家事労働者の適切な仕事に
関する国際労働機関第189号条約（2011年）の批准を検討することである。
第3に、犯罪に関わることについて、委員会は、締約国が十分な法律上の規定および規則
を通じ、犯罪の被害を受けたおよび（または）犯罪の証人であるすべての子ども（たとえば、
虐待、ドメスティック・バイオレンス、性的および経済的搾取、誘拐ならびに人身取引の被
害を受けた子どもならびにこのような犯罪の証人）が条約で求められている保護を提供され
ることを確保し、かつ、子どもの犯罪被害者および証人が関わる事案における司法について
の国連指針を全面的に考慮するよう、勧告する。」、また、委員会は、「性的搾取および性的
虐待（45）締約国の管轄内のあらゆる地域で、子どもに対する性的搾取および性的虐待（強
姦を含む）が広く蔓延していることを深刻に懸念し、とくに、移住労働者の子どもが、性的
搾取および性的虐待の被害をとくに受けやすい状況に置かれていることが懸念されている。」20
また、委員会は、子どもの意見の尊重について、「子ども参加の場が複数設けられたこと
には留意しながらも、自己に影響を与えるすべての事柄についてのすべての子どもの意見の
尊重および子ども参加を促進しかつその便宜を図るための効果的かつ広範な機構が、締約国
の管轄内のすべての地域に存在するわけではないことを懸念する。」と指摘している。21
つまり、国連子どもの権利委員会からの総括所見では、中国のすべての子どもたちの教育
受ける権利が十分に保障されていない。とくに、農村留守児童の場合は、義務教育を受ける
権利すら保障されていないことが懸念されている。また、子どもの健康に成長する家庭や社
会環境などを整える必要があることが勧告されている。
中国は、子どもの権利条約を批准している国であるにもかかわらず、農村留守児童を権利
の主体とした政策もなされていない。子どもが被害者となった犯罪等が多数報道されている
現状をみると、条約批准後も、未だに子どもの権利が十分に確保されていないのである。
本研究では、現在、農村留守児童が抱えている問題を教育の問題、心身における健康の問
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題、犯罪に関わる問題などの現状を抽出して分析した。農村留守児童の問題を子どもの権利
の視点から考え、教育を受ける権利、生きる権利と保護される権利がいまだに十分に保障さ
れていない。子どもの参加や意見表明の権利については、まだ認識すらされていないことが
分った。今後は、子どもたちの参加や意見表明の可能性や、農村留守児童を保護される政策
の対象としてみることではなく、権利の主体として、どのような実態と支援の可能性がある
のかということにせまって行きたいと考える
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By reviewing the current situation of left-behind children in Chinese rural area, this 
paper explores the background why the left-behind children become a social problem and 
give an analysis about the problem from the perspective of the basic concept that children 
have the rights of surviving, growing up, being protected, and participating. According to 
the analysis, this paper put forward the solution toward this problem.
From the results of this paper, the left-behind children problem, which is caused by the 
peasant-labor-problem and household-registration-system, has not become the object of 
government policy. As a result, the children’s rights of surviving, growing up, being 
protected, and participating can not be guaranteed. Besides, to solve the left-behind-
children problem, it is necessary to find the solutions as well as the detailed contents of the 
solutions from the perspective of children rights.
Living status and support of  
the left behind children in rural China:  
From the perspective of children’s rights
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